
 

報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo Fire Department 

 

平成２３年７月２１日 

 

乳幼児の事故を防ごう 

～「救急搬送データからみる乳幼児の事故」の情報提供について～ 

 

東京消防庁管内では、平成１８年から平成２２年までの５年間で、不慮の

事故により救急搬送された子どもは、４４，２２５人にのぼっています。 

当庁では、同様の事故から子どもたちを守るため、この事故データを詳細

に分析して、分析結果をもとに事故防止のポイントを記載し、「救急搬送デ

ータからみる乳幼児の事故」としてまとめました。 

できるだけ多くの方の目に留まるよう、育児関係出版社や、保育園、児童

館 、 保 健 所 な ど に 積 極 的 に 情 報 提 供 し て い き ま す 。 当 庁 の Ｈ Ｐ

（http://www.tfd.metro.tokyo.jp/）でも公開予定です。 

「救急搬送データからみる乳幼児の事故」をもとに、日常に潜む危険を事

前に取り除き、子どもを不慮の事故から守りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

 東京消防庁 ㈹ 電話 3212‐2111 

防災安全課防災安全係 内線 420７ 

広報課報道係 内線 2345～2349 

 

１ 乳幼児（0 歳～５歳）の事故は、平成１８年から平成２２年までの５年

間で４４，２２５件発生しています。年齢別では、１歳で最も事故件数が

多くなっています。 

２ けがは、「転落」によるものが最も多く、次いで「転倒」、「窒息・誤飲等」

と続いています。発生件数は少ないものの「やけど」や「溺れ」は、重症

化しやすい傾向があります。 

３ 事故の多くは住宅で発生していますが、成長するにつれ、自宅以外でけ

がをする事が多くなってきます。 

４ 事故防止のポイントを中心に、リスクコミュニケーションの専門家であ

る慶応義塾大学吉川肇子教授の監修を受けています。 

５ 「救急搬送データからみる乳幼児の事故」は、Ａ４用紙６０枚ほどの資

料です。ＨＰには、事故種別や年齢ごとに分け、掲載する予定です。 

 

 「救急搬送データからみる乳幼児の事故」の概要として作成したリーフレ

ット「子どもの事故を減らすために」を、別添え資料として添付します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 京 消 防 庁  

乳幼児に関わる事故を減少させるには、事前に大人がその危険性を取り除く事が大切です。 

過去に起きた事故の状況を知り、事前に危険を取り除きましょう！  

平 成 ２ ２ 年 、 東 京 消 防 庁 管 内

で は 、 丌 慮 の 事 故 に よ る け が で

約 １ １ 万 人 が 救 急 搬 送 さ れ ま し

た 。 そ の う ち ０ ～ ５ 歳 の 乳 幼 児

は 約 ８ ， ４ ０ ０ 人 で し た 。   

乳 幼 児 の 事 故 は 大 変 多 く 、 過

去 ５ 年 間 で ４ ４ ， ２ ２ ５ 人 が 救

急 搬 送 さ れ 、 特 に １ 歳 児 の 事 故

は 、年 間 平 均 約 ２ ，３ ０ ０ 人 と 、

ど の 年 齢 よ り も 多 く な っ て い ま

す （ 図１ ）。  
図１  年齢別の事故による救急搬送人員  

過 去 ５ 年 間 （ 平 成 １ ８ 年 か ら 平 成
２ ２ 年 ま で ） の 乳 幼 児 の 救 急 搬 送
デ ー タ を 分 析 し た 結 果 、 以 下 の よ
う な 特 徴 が み ら れ ま し た 。  
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図２  年齢別・男女別救急搬送人員と中等症以上の割合  

 事 故 は １ 歳 で 最 も 多 く 発 生 し

ており、その後は年齢とともに減

少する傾向が見られます。男児が

多いことも特徴です。  

ま た 、 ４ 、 ５ 歳 で は 中 等 症 以

上 の 割 合 が 他 に 比 べ て 高 く な っ

て い ま す 。 行 動 が 活 発 化 ・ 大 胆

化 し て い る こ と が 一 つ の 要 因 と

考えられます（図２）。  
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約 ７ ０ ％ が 身 近 な 住 宅 内 で

発 生 し て お り 、安 全 と 思 わ れ て

い る 住 宅 内 に お い て も 事 故 の

危 険 性 が 多 く 潜 ん で い る こ と

を 示 し て い ま す （ 図３ ）。  

図３  場所別救急搬送人員  

 

年 齢 別 に 事 故 発 生 場 所 の 構 成 割 合

を み る と 、 ０ 歳 、 １ 歳 で は 住 宅 が ほ

と ん ど で す が 、 年 齢 が 高 く な る に つ

れ て 、 屋 外 で の 事 故 が 増 え て き ま す

（図４）。  
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図４  年齢別・場所別救急搬送人員の割合  

 

年 齢 別 の 事 故 種 別 ご と の 構 成 割 合 で は 、 例 え ば ０ 歳 は 、 窒 息 ・ 誤 飲 の 割 合

が 高 く な っ て い る 一 方 で 、 年 齢 が 上 が る ご と に 転 倒 の 割 合 が 高 く な っ て い る

こ と が わ か り ま す 。 乳 幼 児 の 年 齢 に 合 わ せ て 、 注 意 す る 事 故 も 変 わ り ま す 。

注 意 す べ き 事 故 が わ か っ た ら 、 別 添 え の 事 故 防 止 の ポ イ ン ト を 見 て 、 事 故 を

未 然 に 防 ぎ ま し ょ う ！  
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図６  年齢別の事故種別救急搬送人員   
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事 故 を 種 類 別 に 分 類 す る と 、ほ と ん ど が 転 落（ 約 ２ ８ ％ ）と 転 倒（ 約 ２ ５ ％ ）

で 、 こ の ２ つ で 全 体 の 半 分 以 上 を 占 め て い ま す （ 図７ ）。  

初 診 時 程 度 が 中 等 症 以 上（ 入 院 を 要 す る よ う な 程 度 ）と 診 断 さ れ る 割 合 で み

る と 、や け ど（ 約 １ ４ ％ ）や 溺 れ（ 約 ６ ２ ％ ）は 他 に 比 べ て 高 く な っ て い ま す 。

特 に 溺 れ は 、 高 い 値 と な っ て い ま す 。  

事 故 の 発 生 状 況 を 、 事 故 に 関 係 し た 製 品 ・ 場 所 と 、 事 故 種 別 で 見 て み る と 、

A 群 に 見 ら れ る よ う な 発 生 件 数 は 少 な い も の の 大 け が を 負 い や す い （ 初 診 時 に

中 等 症 以 上 と 診 断 さ れ た 割 合 が 高 い ） 事 故 、 B 群 に 見 ら れ る よ う な 発 生 件 数 は

多 い も の の 中 等 症 以 上 の 割 合 の 少 な い 事 故 、 ま た 件 数 も 少 な く 中 等 症 以 上 の 割

合 の 少 な い C 群 の 事 故 に 分 か れ る 傾 向 が あ り ま す （ 図８ ）。 事 故 の 発 生 し や す

い も の や 、 大 け が に な り や す い 事 故 を 具 体 的 に 把 握 し て 、 乳 幼 児 の 痛 ま し い 事

故 を 減 ら し ま し ょ う 。  

 

図８  事故の救急搬送人員と中等症以上の割合の関係  

図７  事故種別ごとの救急搬送人員と中等症以上の割合  
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◆

「溺れ」は62%

転落、転倒による事故が多く、  
やけど、溺れは重症化しやすい  

大けがを負いやすい事故  
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溺れ

特 に 注 意 が 必 要 な ４ 種 類 の 事 故 の 年 齢 別 の 救 急 搬 送 人 員 と 、中 等 症 以 上 の 割 合

は 下 図 の と お り で す 。 年 齢 の 違 い に よ る 事 故 の 傾 向 が わ か り ま す 。  

 

図 10 転倒による事故発生状況   

図 11 やけどによる事故発生状況   

図９  転落による事故発生状況   

図 12 溺れによる事故発生状況  

分 析 デ ー タ  平 成 18 年 か ら 平 成 ２ ２ 年 ま で の 救 急 搬 送 デ ー タ に お け る 都 民 生 活 事 故（ 一 般 負 傷 、運 動 競 技 事 故 、

自 然 災 害 事 故 、 水 難 事 故 ） に 該 当 す る デ ー タ  

分 析 対 象  上 記 デ ー タ に お け る 0 ～ 5 歳 児 （ 乳 幼 児 と 標 記 ）  

事 故 種 別 の 定 義  転 落 ： 高 低 差 を 伴 っ て 受 傷 し た も の 、 転 倒 ： 高 低 差 を 伴 わ ず 受 傷 し た も の 、 窒 息 ・ 誤 飲 等 ： 食

物 ま た は 、 食 物 以 外 の も の を 飲 み 込 ん で 受 傷 し た も の （ 目 、 耳 、 鼻 に 異 物 が 入 っ た も の を 含 む ）、 衝 突 ： 人 と 人 、

人 と 物 と の 衝 突 に よ り 受 傷 し た も の 、 は さ む ： 物 体 間 ま た は 物 体 内 に 挟 ま れ た も の 、 や け ど ： 高 温 の 液 体 ・ 気 体

等 で 受 傷 し た も の 、 切 る ・ 刺 さ る ： 刃 物 や 鋭 利 物 等 に よ り 受 傷 し た も の 、 転 倒 物 ・ 飛 来 物 ： 倒 れ て き た も の 、 お

ち て き た も の 、 飛 ん で き た も の 等 で 受 傷 し た も の  

初 診 時 程 度 の 定 義  軽 症 ： 入 院 の 必 要 が な い も の 、中 等 症 ： 生 命 に 危 険 は な い が 、入 院 の 必 要 が あ る も の 、重 症 ：

生 命 に 危 険 が あ る も の 、 重 篤 ： 生 命 の 危 険 が 切 迫 し て い る も の  

 

冊 子 版 が ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 。  

h t t p : w w w . t f d . m e t r o . t o k y o . j p /  

 
【 問 合 せ 先 】  
 

東 京 消 防 庁 防 災 部 防 災 安 全 課  
〒 100-8119 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1-3-5 
TEL 03-3212-2111(内 線 4206) 
FAX 03-3212-6429 
E-mai l  bouanka1@tfd.metro. tokyo. jp 

も っ と 詳 し く 知 り た い 方 は  

東 京 消 防 庁 ホ ー ム ペ ー ジ へ  

 「 救 急 搬 送 デ ー タ か ら み る 乳 幼 児 の 事 故 」  

発生件数の多い事故、大けがを負いやすい事故  
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